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ラット脳を濯流固定し， HD C~c対する抗体を用いた免疫組織化学法lとより， ヒスタミン神経線維の
分布を検討した。ヒスタミン神経線維は嘆球から脊髄まで脳の大部分にわたって分布していた。線維密
度を， 5: very high , 4: high , 3 :medium, 2: low , 1: very low , O: no fiber 
と段階分けすると，視床下部が 4-----5 ，視床が 3 --4 ，嘆球・下垂体後葉が 1 --2 ，海馬・小脳・脊髄
が 1 ~脳幹背側部が 0--1 であった。神経線維は一般にニューロンやグリア，血管など特定な細胞を取
り囲むととはなかったが，例外的に三文神経中脳路核では，その大型ニューロンの周囲をとり囲み，シ
ナプスを形成していた。





て，アストロサイトを 3 週間培養した。本細胞の膜分画を用いて， (3H J メピラミンによる結合実験
と，各種 Hl リガンドによる結合阻害実験を行った。培養アストロサイトに (3HJ メピラミン結合活
性すなわち Hl 受容体の存在を認めた。アストロサイト Hl 受容体の (3H J メピラミンに対する KD





て測定した。ヒスタミンは Hl 受容体を介して， 1 型及び 2 型アストロサイト共に Ca2+動員を惹起
したが， 1 型アストロサイトよりも 2 型アストロサイトにおいてより多くの細胞に Ca2十動員を惹起
した。細胞内 Ca2十動員には様々なパターンが克られ， transient , oscillatory , sustained , 













スタミンがHl ー受容体を介して 1 型および 2型アストロサイトに細胞内カルシウム動員を起乙す乙とを
証明した。
以上lとより，ヒスタミン神経系が脳全体の活動を調節し，乙れにアストロサイトが重要な役割を果すと
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とが示唆された。
本研究は，脳内ヒスタミンの機能の解明上，基礎となる研究であり，学位論文に値するものである。
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